












Transition of ‘Katsugi （lady's veils）’ customs




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































31）　大道寺友山重祐『落穂集』：『江戸史料叢書 - 落穂集 -』萩原龍
夫・水江漣子校注　人物往来社　1967　pp.156-157
32）　『江戸史料叢書 - 落穂集 -』刊行当時、『落穂集』（全10巻）は
東京教育大学付属図書館蔵　序文（：31）に同じ）より
33）　31）に同じ　p.259
34）　伊勢貞丈『貞丈雑記』：『貞丈雑記1』：8）に同じ　刊行不明本
を底本としているが、校注者凡例によると、版本は天保15年版
と同じとある。　pp.116-167
35）　無住『沙石集』：『日本古典文学大系85　沙石集』　渡邊綱也
校注　岩波書店　1969　p.99
36）　16）に同じ　p.223
37）　『近世女風俗考』：『日本随筆大成新装版〈第一期〉三』　吉川
弘文館　1975　p.379
38）　奥田松伯軒『女用訓蒙図彙』万屋清兵衛出版　貞享4（1687）
年刊：『女用訓蒙図彙』　田中ちた子ほか編　渡辺書店　1970
　p.31
39）　田中ちた子　田中初夫編纂「家政学文献集成続編江戸期第八

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冊　解説」：38）に同じ　pp.（1-7）
40）　編纂者補足によると「拘」は「抱」の誤りの可能性あり
41）　奥田松伯軒『女用訓蒙図彙』万屋清兵衛出版　貞享4（1687）
年刊：38）に同じ　p.120
42）　「日本名著全集江戸文藝之部　西鶴名作集下」日本名著全集
刊行会　1929　pp.365-367
43）　通天橋：京都市東山区の臨済宗東福寺内の橋廊
44）　江馬務『風俗史事典』：『江馬務著作集　第十一巻』　中央公
論社　1979　p.157
45）　西川祐信「宮詣図」フリーア美術館所蔵
46）　一返舎一九『東海道中膝栗毛』：『古典文学全集四十九　東海
道中膝栗毛』中村幸彦校注　小学館　1980　　
47）　歌川広重「東海道五十三次（保永堂版）　五十三　京師」　天
保4（1833）年
48）　歌川広重「六十余州名所図会　出雲大社ほとほと図」（越村
屋平助版）嘉永6（1853）年：写真掲載書籍『原色浮世絵大百科
事典　第九巻　作品四　広重－清親』原色浮世絵大百科事典編
集委員会　大修館書店　1981　p.60
49）　西川祐信『女中風俗艶鏡』：天明2（1782）年　墨摺絵本
50）　歌川国芳「三定例之内婚禮之図」弘化～嘉永5（1844-52）年
頃　ポーラ文化研究所蔵　写真掲載書籍：『粧いの文化史　江
戸の女たちの流行通信』　ポーラ文化研究所・たばこと塩の博
物館編　ポーラ文化研究所　1991　pp.92-93
51）　山形や青森において、20世紀初頭まで葬儀の際に近親者の
女性が被って用いていた
図1）　『貞丈雑記』【かずきの図】：8）より転載　p.178
図2左）　『近世女風俗考』被衣図：37）より転載　p.379
図2右）　『女用訓蒙図彙』（静嘉堂文庫所蔵）被衣図：38）より転載
　p.31
図3）　『女用訓蒙図彙』（静嘉堂文庫所蔵）被衣着用図：38）より転
載　p.120
図4）　西川祐信「宮詣図」（フリーア美術館所蔵）：『浮世絵聚花・
フリーア美術館　23』より転載　楢崎宗重　ハロルド・P・ス
ターン共著　小学館　1981　p.66
図5）　「椿大紋木瓜文被衣」（静岡市立芹沢銈介美術館所蔵）
